
 

 

 

 

２０２４年１０月２２日（火）、２年ぶりとなる横須賀研修２０２４を開催しました。 

在日米海軍司令部がある横須賀。その汐入桟橋から湾内を巡る YOKOSUKA 軍港めぐりと、三浦半島の観音崎の史跡を

踏査し、明治～昭和初期の過去の横須賀と、非核市民宣言運動・ヨコスカ代表の新倉裕史さんから横須賀の現状について

講演を頂き、学習してきました。基地のある街横須賀の過去と現在を体験し、戦争と平和について学ぶ研修となりました。 
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軍港めぐりは横須賀の観光名所と化しており、艦船や兵器について「かっこよい」と表現し、また、基地内の触れられたく

ない部分は説明を省略しているなど、基地と共存している横須賀の街の現状が見えてきました。基地内に艦船がいないという

事はどこかで任務についているという事ですが、果たして何の任務でしょうか…。当日の横須賀基地内は自衛隊の艦船、米海

軍の艦船ともに少なく、どこかに出払っている状態で、軍港めぐりのガイドも話すことがなく困るぐらいでした。 

ロシア・ウクライナ戦争、中東情勢や台湾有事など、世界情勢もかなり変化があり、日本も戦争の出来る国づくりが着々と 

進んでいるなか、自分たちから学ばないと、いつの間にか戦時下になっているかもしれません…。 
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